
【 事例 】特別な配慮を必要とする子どもへの対応

特別な配慮を必要とする子どもの発達の特性など、教職員全体で理解し、支援の方法を共通理解すること、関係

機関と連携をとり、専門的知見を得ることなどを通して、多角的に子どもを知ることが大切です。

園全体でPDCAサイクルによる計画的・組織的な指導、支援を継続していきましょう。
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※SPDCAサイクルでの支援の充実を図ること
が大切である。
（幼児の実態把握、指導計画、実践、
評価、改善）

【専門機関】
○保健センター
○児童相談所
○子ども発達支援センター
○特別支援学校（専門アドバイザー）
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【教育委員会】
○特別支援コーディネーターの巡回相談
○就学時健診結果を保護者へ伝達
○就学に向けての支援 など
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【就学予定の小学校】
○園訪問
○就学時健診結果を保護者へ伝達
○就学後の支援のための保護者面談

など
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